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No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

品名

ホース①　４７０ｍｍ　ＳＦ－ナローナット

ホース②　５９５ｍｍ　ＳＦ－ナローナット

バンジョーアダプター　タテ２０°／ヒネリ右４５°

バンジョーアダプター　１０°

バンジョーボルト シングル　Ｐ＝１．２５

クラッシュワッシャー　１ｍｍ

ラバーブッシュ

ラバーブッシュホルダー

接続ブロックＡ

接続ブロックＢ

カラー　Φ１０．０Ｘ Φ６．２ Ｘ ｔ５．０

Ｕナット　Ｍ６

ホースクリップ

スパイラルチューブ　ホワイト(半透明)　２００ｍｍ

個数

１

１

１

１

２

４

２

２

１

１

１

１

１

１

＜フロントホースキット＞



⑦

Ｂ

②

３１５ｍｍ

７０ｍｍ

２．ホース①のストレートフィッティング側＋バンジョーアダプター③をフロントマスターシリンダーに取り付けます。
　　バンジョーアダプター③は純正マスターのストッパーに当てて固定します。

①①

③

⑥

⑤

①

②

進行方向

※取り付けの際、メインパイプカバー、左右サイドカバー、アンダーガード、マフラーを取り外す必要があります。

１.　組み込み時に判断できるようにラバーブッシュ⑦の位置を指定位置でマーキングしておきます。

【ラバーブッシュマーキング位置】

※バンジョーボルト
　 締付トルク： 
   １６Ｎ・ｍ（１．６ｋｇｆ・ｍ）
※フィッティング部
　 締付トルク：
　 １２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

進行方向



３.　純正ケーブルガイドと接する箇所にスパイラルチューブ⑭を巻き付けます。
　　 ホース①を純正ケーブルガイドに通します。

４.　ホース①を純正ケーブルガイドに通します。
　　 接続ブロックＡ⑨にホース①のナローナット側と純正ブレーキパイプを接続します。
　　 純正ブラケットに純正ボルト、カラー⑪、Ｕナット⑫を使用して接続ブロックＡ⑨を固定します。

⑨

純正ケーブルガイド

純正ブレーキパイプ

①

純正ケーブルガイド

純正ブレーキ
パイプ

純正フレーム
ブラケット

純正ボルト

部位シールＡ

⑪

①

①

①

②

⑭

①

②

※ナローナットは逆ネジです。
　 取り付け時ご注意ください。
※締付トルク： 
   １２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

⑭

⑫

⑨

進
行
方
向

進行方向

進行方向



５.　接続ブロックＢ⑩にホース②のナローナット側と純正ブレーキパイプを接続します。
　　純正ブラケットと純正ボルトを使用して接続ブロックＢ⑩を固定します。

※ナローナットは逆ネジです。
　 取り付け時ご注意ください。
※締付トルク： 
   １２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

純正ブレーキパイプ

②

純正
ブレーキ
パイプ

純正フレーム
ブラケット

純正ボルト ②

部位シールＢ

進行方向

⑩

進行方向 ④

②

⑥

⑤

⑦

②

６.　ホース②のストレートフィッティング側＋バンジョーアダプター④をフロントキャリパーに取り付けます。
　　 バンジョーアダプター④は純正キャリパーのストッパー部の間に通します。

①

②⑩

①

②

※バンジョーボルト
　 締付トルク： 
   １６Ｎ・ｍ（１．６ｋｇｆ・ｍ）
※フィッティング部
　 締付トルク：
　 １２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

進行方向

進
行

方
向



７.　手順１.で計測、マーキングした位置でホース②にラバーブッシュ⑦を取付けます。
　　【ラバーブッシュホルダー使用方法】を参照してラバーブッシュホルダー⑧と
　　純正ブラケットを使用して固定します。
　　ホースクリップ⑬を使用してホース②と純正センサーハーネスを固定します。

ブッシュ割向き

純正ブラケット

純正ボルト固定

押さえる ホースの固定を
確認する

円形側

純正ブラケット

平面側

ブッシュホルダー

平面側

ブッシュホルダーを

ラバーブッシュに

ブッシュホルダーの平面と

純正ブラケットの平面の向きを合わせて、

純正ブラケットの矢印部分を押さえボルトで

純正ブラケットを固定します。

ホースがしっかり固定されている状態で

組付け完了です。

挟み込みます。はめ込みます。

②

①

⑬

⑦

【ラバーブッシュホルダー使用方法】

21/8/20

注意！
ホイール、タイヤとの干渉やサスペンションのストローク時にホースと車体に干渉の恐れがないか
確認してください。

進
行

方
向


